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1
4
.2

k
m

9
9

7
2
0

1
2
5

・橋
梁

下
部

工
、
橋

梁
上

部
工

・用
地

補
償

・環
境

調
査

・改
良

工
、
橋

梁
下

部
工

・＜
用

地
補

償
＞

・＜
環

境
調

査
＞

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、
完

成
に

向
け

た
円

滑
な

事
業

実
施

環
境

が
整

っ
た

段
階

で
確

定
予

定

計
4
,2

6
2

4
7
9

(注
）合

計
は

四
捨

五
入

の
関

係
で

合
致

し
て

い
な

い
場

合
が

あ
る

(注
）
Ｈ

２
８
年

度
予

定
事

業
内

容
の

う
ち

<
　
>
書

き
は

、
上

限
値

に
近

い
事

業
費

を
配

分
す

る
場

合
に

実
施

す
る

も
の

で
あ

る

(注
）備

考
欄

の
開

通
予

定
に

つ
い

て
は

、
事

業
進

捗
等

に
よ

り
今

後
、
変

更
す

る
場

合
が

あ
る

(注
）今

後
、
新

規
事

業
箇

所
を

追
加

す
る

場
合

が
あ

る

4
3
～

4
7
億

円
程

度

路
線

名
箇

所
名

事
業

規
模

H
２
７
年

度
当

初
H
２
７
年

度
事

業
内

容
H
２
８
年

度
事

業
進

捗
見

込
み

備
　
　
考

H
２
８
年

度
予

定
事

業
内

容



平
成

２
８

度
　

鳥
取

県
に

お
け

る
事

業
計

画
（
H

2
8
年

2
月

）
（
道

路
関

係
〔
直

轄
〕
）
 

交
通

安
全

事
業

（
Ⅰ

種
）

(単
位

：
百

万
円

）

事
業

費
負

担
金

－
－

1
,9

9
8

6
6
6

小
田

入
口

交
差

点
改

良
－

－
6

・
調

査
設

計
・
工

事
－

平
成

2
7
年

度
完

成

細
川

自
転

車
歩

行
者

道
整

備
－

－
2
1
9

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事
平

成
2
8
年

度
完

成
予

定

岩
井

温
泉

入
口

交
差

点
改

良
－

－
1
2

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収
・
工

事

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、

完
成

に
向

け
た

円
滑

な
事

業
実

施
環

境
が

整
っ

た
段

階
で

確
定

予
定

。

白
兎

交
差

点
改

良
－

－
1
2

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収
・
工

事

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、

完
成

に
向

け
た

円
滑

な
事

業
実

施
環

境
が

整
っ

た
段

階
で

確
定

予
定

。

小
沢

見
交

差
点

改
良

－
－

2
7
3

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収
・
工

事

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事
平

成
2
8
年

度
完

成
予

定

宇
谷

地
区

歩
道

整
備

－
－

9
・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事
－

平
成

2
7
年

度
完

成

湯
梨

浜
・
北

栄
地

区
事

故
対

策
－

－
1
,2

0
0

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収
・
工

事

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、

完
成

に
向

け
た

円
滑

な
事

業
実

施
環

境
が

整
っ

た
段

階
で

確
定

予
定

。

別
所

地
区

交
差

点
改

良
－

－
2
0
4

・
調

査
設

計
・
工

事
・
調

査
設

計
・
工

事
平

成
2
8
年

度
完

成
予

定

琴
浦

地
区

交
差

点
改

良
－

－
6
3

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収

・
調

査
設

計
・
用

地
買

収
・
工

事

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、

完
成

に
向

け
た

円
滑

な
事

業
実

施
環

境
が

整
っ

た
段

階
で

確
定

予
定

。

－
－

5
1

1
7

花
歩

道
整

備
－

－
3
9

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事
平

成
2
8
年

度
完

成
予

定

西
御

門
自

転
車

歩
行

者
道

整
備

－
－

1
2

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償

・
調

査
設

計
・
用

地
補

償
・
工

事

早
期

完
成

は
目

指
す

も
の

の
、

完
成

に
向

け
た

円
滑

な
事

業
実

施
環

境
が

整
っ

た
段

階
で

確
定

予
定

。

－
2
,0

4
9

6
8
3

 
 

（
注

）
合

計
は

四
捨

五
入

の
関

係
で

合
致

し
て

い
な

い
場

合
が

あ
る

。

（
注

）
今

後
、

新
規

事
業

箇
所

を
追

加
す

る
場

合
が

あ
る

。

鳥
取

2
9
号

交
差

点
改

良
等

合
　

　
　

　
計

国
道

2
9
号

Ｈ
２

８
年

度
事

業
進

捗
見

込
み

備
考

国
道

9
号

鳥
取

9
号

交
差

点
改

良
等

1
5
～

1
7
億

円
程

度

箇
所

名
等

事
業

規
模

全
体

事
業

費
（
億

円
）

平
成

２
７

年
度

当
初

Ｈ
２

７
年

度
事

業
内

容
Ｈ

２
８

年
度

予
定

事
業

内
容



平
成

２
８

年
度

　
鳥

取
県

に
お

け
る

事
業

計
画

（
H

2
8
年

2
月

）
（
道

路
関

係
〔
直

轄
〕
）

交
通

安
全

事
業

（
Ⅱ

種
）

（
単

位
：
百

万
円

）

事
業

費
負

担
金

－
－

4
5
4

2
2
7

道
路

照
明

、
防

護
柵

、
道

路
標

識
、

区
画

線
、

視
線

誘
導

標
、

情
報

収
集

機
器

（
ＩＴ

Ｖ
、

情
報

Ｂ
Ｏ

Ｘ
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
対

策
）
、

簡
易

パ
ー

キ
ン

グ
（
道

の
駅

「
神

話
の

里
白

う
さ

ぎ
」
、

「
は

わ
い

」
）

道
路

照
明

、
防

護
柵

、
道

路
標

識
、

区
画

線
、

視
線

誘
導

標
、

情
報

収
集

機
器

（
ＩＴ

Ｖ
、

情
報

Ｂ
Ｏ

Ｘ
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
対

策
）
、

簡
易

パ
ー

キ
ン

グ
（
道

の
駅

「
こ

と
う

ら
」
（
仮

称
）
、

「
神

話
の

里
白

う
さ

ぎ
」
）

－
－

5
6

2
8

防
護

柵
、

区
画

線
、

情
報

収
集

機
器

（
情

報
Ｂ

Ｏ
Ｘ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

対
策

）
防

護
柵

、
区

画
線

、
情

報
収

集
機

器
（
情

報
Ｂ

Ｏ
Ｘ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

対
策

）

－
－

2
0

1
0

区
画

線
、

情
報

収
集

機
器

（
情

報
Ｂ

Ｏ
Ｘ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ー

対
策

）
区

画
線

、
情

報
収

集
機

器
（
情

報
Ｂ

Ｏ
Ｘ

の
耐

火
防

護
、

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
対

策
）

－
－

6
3

区
画

線
区

画
線

－
5
3
6

2
6
8

 
 

（
注

）
合

計
は

四
捨

五
入

の
関

係
で

合
致

し
て

い
な

い
場

合
が

あ
る

。

備
考

国
道

9
号

－

4
～

5
億

円
程

度

国
道

2
9
号

－

国
道

5
3
号

－

箇
所

名
等

事
業

規
模

全
体

事
業

費
（
億

円
）

平
成

２
７

年
度

当
初

Ｈ
２

７
年

度
事

業
内

容
Ｈ

２
８

年
度

予
定

事
業

内
容

国
道

3
7
3
号

－

合
　

　
　

　
計

Ｈ
２

８
年

度
事

業
進

捗
見

込
み



平
成

2
8
年

度
　

鳥
取

県
に

お
け

る
事

業
計

画
（
H

2
8
年

2
月

）
（
港

湾
関

係
）

平
成

2
7
年

度
平

成
2
8
年

度
予

定
平

成
2
8
年

度

負
担

基
本

額
負

担
額

事
業

内
容

事
業

内
容

　
(注

)
事

業
進

捗
見

込
（
注

）

鳥
取

港
鳥

取
港

千
代

地
区

防
波

堤
整

備
事

業
4
1
1

3
2
5

1
2
4

防
波

堤
(第

1
)(
西

)
防

波
堤

(第
1
)(
西

)
1
 ～

 4
億

円
程

度
H

3
3
年

度
完

成
予

定

3
2
5

1
2
4

(注
)H

2
8
年

度
予

定
事

業
内

容
及

び
事

業
進

捗
見

込
に

つ
い

て
は

、
検

討
中

の
も

の
で

あ
り

、
今

後
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。

※
今

後
、

事
業

箇
所

を
追

加
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

備
考

合
計

港
名

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
全

体
事

業
費

（
億

円
）

平
成

2
7
年

度
当

初
（
百

万
円

）


